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松
本
市
内
の「
稲
荷
社
」

を
後
世
に
残
そ
う
と
、
調

査
研
究
に
取
り
組
む
松
本

稲
荷
研
究
会
が
２
月
４

日
、
同
市
中
央
４
の
市
勤

労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
第

１
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

く
。
稲
荷
社
へ
の
関
心
を

高
め
る
機
会
に
す
る
と
と

も
に
、
稲
荷
社
に
関
す
る

情
報
提
供
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。

研
究
会
に
よ
る
と
、
商

都
・
松
本
に
は
由
緒
あ
る

稲
荷
が
多
数
あ
る
も
の

の
、
管
理
、
運
営
が
継
承

で
き
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら

の
担
い
手
も
不
足
し
て
い

る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講

演
者
の
一
人
で
、
淑
徳
大

学
地
域
創
生
学
部
開
設
準

備
室
の
市
東
真
一
さ
ん
は

「
お
稲
荷
さ
ん
の
こ
と
が

忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
松
本

の
歴
史
を
語
る
の
に
欠
か

せ
な
い
ア
イ
テ
ム
」
と
重

要
性
を
指
摘
す
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
市

東
さ
ん
が
松
本
の
稲
荷
信

仰
に
つ
い
て
講
演
す
る
。

プ
ラ
ル
ト
（
松
本
市
）
の

取
締
役
企
画
営
業
部
長
・

高
山
浩
一
さ
ん
が
稲
荷
関

連
の
文
芸
や
ア
ニ
メ
作
品

に
つ
い
て
報
告
す
る
。
県

立
歴
史
館
か
ら
も
専
門
家

を
招
く
。

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
打

ち
合
わ
せ
で
は
、
会
員
が

内
容
に
つ
い
て
詰
め
た
。

当
日
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終

了
後
に
質
問
を
受
け
付
け

る
。
稲
荷
関
連
の
資
料
の

持
ち
込
み
も
歓
迎
す
る
。

研
究
会
の
運
営
委
員
会
の

犬
飼
勝
忠
さ
ん
は
「
文
化

都
市
・
松
本
の
庶
民
信

仰
、
稲
荷
信
仰
の
保
存
に

向
け
て
で
き
る
こ
と
を
し

て
い
き
た
い
。
価
値
を
見

直
し
、
伝
統
文
化
を
絶
や

さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
午
前

�
時
か
ら
。
入
場
無
料
。

問
い
合
わ
せ
は
プ
ラ
ル
ト

（
�
０
２
６
３
・
�
・
８

０
０
０
）
へ
。

（
土
屋
智
彦
）

恒
子
さ
ん
は
大
正
�

（
１
９
２
２
）
年
２
月
、

和
田
村（
現
松
本
市
）に
生

ま
れ
た
。
�
歳
で
明
神
館

に
嫁
ぎ
、
戦
後
の
混
乱
期

を
乗
り
越
え
、
半
世
紀
に

わ
た
っ
て
お
か
み
を
務
め

た
。
日
本
を
代
表
す
る
マ

ル
ク
ス
経
済
学
者
で
思
想

家
の
向
坂
逸
郎
（
１
８
９

７
〜
１
９
８
５
）
ら
、
宿

を
愛
用
す
る
知
識
人
と
交

流
し
「
学
ぶ
こ
と
を
教
わ

っ
た
」。一
線
を
退
き
新
聞

に
ゆ
っ
く
り
目
を
通
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
切
り

抜
き
を
始
め
、
主
に
市
民

タ
イ
ム
ス
の
観
光
関
連
記

事
を
茂
行
さ
ん
に
渡
す
。

「
赤
鉛
筆
で
線
が
引
い

て
あ
る
。
私
が
渡
し
た
記

事
、
本
当
に
読
ん
で
る
？

と
確
認
さ
れ
る
」
と
茂
行

さ
ん
。
「
私
だ
っ
て
大
人

で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
ぐ
ら

い
知
っ
て
い
る
よ
、
な
ん

て
思
う
こ
と
も
あ
る
」
と

笑
い
「
い
つ
も
息
子
の
こ

と
を
思
っ
て
く
れ
る
。
１

０
０
歳
に
な
っ
て
も
元
気

で
新
聞
を
読
み
、
記
事
を

選
ぶ
。
す
ご
い
こ
と
」
と

感
謝
す
る
。

恒
子
さ
ん
は
茂
行
さ
ん

を
産
ん
だ
と
き
難
産
で
左

目
の
視
力
を
失
っ
た
が
、

お
か
み
時
代
も
今
も
苦
に

し
な
い
。
右
目
は
「
最
近

視
力
が
戻
っ
て
き
た
」。

き
ょ
う
も
愛
用
の
虫
眼
鏡

を
手
に
、
息
子
の
た
め
に

隅
々
ま
で
新
聞
に
目
を
通

す
。

県
と
松
本
市
、
長
野
市

は
３
日
、
県
内
で
新
た
に

１
３
１
９
人
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
確
認

し
た
と
発
表
し
た
。
松
本

市
で
２
７
６
人
、
県
松
本

保
健
所
管
内
で
１
１
１

人
、大
町
保
健
所
管
内
で

�
人
、
木
曽
保
健
所
管
内

で
	
人
の
感
染
を
そ
れ
ぞ

れ
確
認
。
長
野
市
は
２
１

５
人
で
、
県
内
の
累
計
感

染
者
数
は


万
８
９
３
２

人
と
な
っ
た
。
２
日
午
後

８
時
現
在
の
確
保
病
床
使

用
率
は
�
・
１
％（
３
０

７
人
）。ブ
ロ
ッ
ク
別（
中

等
症
・
軽
症
者
用
病
床
の

う
ち
一
般
病
床
の
確
保
病

床
使
用
率
）
の
使
用
状
況

は
、東
信
�
・
４
％
、南
信



・
７
％
、
北
信
�
・
８

％
、中
信
�
・
５
％
と
な
っ

て
い
る
。（
小
岩
井
貴
之
）

松
本
市
城
西
の
齊
藤
恒
子
さ
ん
は
１
０
０
歳

の
今
も
、
重
要
と
感
じ
た
新
聞
記
事
を
切
り
抜

き
、
息
子
に
渡
す
。
�
年
ほ
ど
続
く
や
り
と
り

だ
。
「
こ
れ
読
ん
ど
き
ま
し
ょ
。
『
俺
知
ら
な

ん
だ
』
な
ん
て
恥
ず
か
し
い
で
ね
」。
息
子
は

入
山
辺
の
温
泉
宿
泊
施
設
・
明
神
館
の
会
長

で
、
松
本
商
工
会
議
所
副
会
頭
の
齊
藤
茂
行
さ

ん
（
�
）。
幾
つ
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
母

の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
つ
つ
、
赤
線
が
引
か
れ
た

記
事
に
目
を
通
す
。

（
高
石
雅
也
）

縄
文
カ
ー
ド

塩
尻
市
宗
賀
の
平
出
遺
跡
で
出
土

し
た
縄
文
時
代
の
遺
物
の
中
に
、
人

気
ア
ニ
メ
の
猫
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
似
て

い
る
と
話
題
の
土
偶
が
あ
る
。
愛
称

は
ず
ば
り「
ド
ラ
え
も
ん
土
偶
」。
平

出
博
物
館
で
は
グ
ッ
ズ
展

開
さ
れ
、
周
辺
散
策
マ
ッ

プ
の
表
紙
を
飾
る
な
ど
、

博
物
館
を
代
表
す
る
収
蔵

品
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
の
た

び
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
長
野

市
）が
制
作
し
た
第
２
弾「
縄
文
カ
ー

ド
」（
全
�
種
類
）の
一
つ
に
な
っ
た
。

県
内
各
地
で
出
土
し
た
�
の
遺
物

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
先
月
�

日
に
各
展
示
施
設
（
冬
季
閉
館
中
の

施
設
は
除
く
）で
配
布
が
始
ま
っ
た
。

ド
ラ
え
も
ん
土
偶
は
ナ
ン
バ
ー
�
。

カ
ー
ド
表
面
に
写
真
、
裏
面
に
出
土

デ
ー
タ
や
紹
介
文
が
載
っ
て
い
る
。

中
信
地
区
で
は
木
曽
町
・
開
田
考
古

博
物
館
の
「
有
舌
尖
頭
器
」、
安
曇

野
市
穂
高
郷
土
資
料
館
の

「
広
耳
把
手
付
土
器
」、
朝

日
村
・
朝
日
美
術
館
の「
土

製
耳
飾
り
」、
松
本
市
立

考
古
博
物
館
の「
人
面
付
土
版
」も
カ

ー
ド
に
な
っ
た
。
５
種
類
以
上
集
め

る
と
、
埋
文
博
士
学
位
証
と
特
製
カ

ー
ド
ホ
ル
ダ
ー
を
も
ら
え
る
。
枚
数

に
限
り
あ
り
。
こ
の
機
会
に
施
設
巡

り
に
出
掛
け
な
け
れ
ば
！

（
細
）

(第３種郵便物認可)

息子・茂行さんに
渡し続けて１５年

１１００００歳歳のの
齊齊藤藤恒恒子子ささんん新新

聞聞
切切
りり
抜抜
きき
にに
母母
のの
愛愛

茂行さんが保管する切り抜き
の一部。一枚一枚が子を思う
母の気持ちの表れだ

「これ読んどきましょ」。新聞
を手に茂行さん（左）に語り
掛ける恒子さん

稲
荷
社
残
そ
う
来
月
シ
ン
ポ

情
報
提
供
呼
び
掛
け

松
本
の
研
究
会

県
内
1319
人
感
染
、松
本
276
人


